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世界経済の減速が明らかになってきた。最初の証拠は、貨物船の傭船料を示すバルチッ

ク・ドライ指数の低下である。週足の同指数は 85 年 5 月以降の最安値に下落してきた。需

要の低迷に船腹の増加が重なっての最安値更新であろう。ピークは 2008 年 5 月の 11,771
で 1 月 20 日の 358 はそこから 97%の低下である。海上は強烈なデフレ風が吹いている。 

ドライ指数は鉱石や穀物を運ぶバラ積み船のチャーター料を示しており、中国の資源需

要の減退がそのまま傭船料の低下につながったと考えられよう。2014 年、中国のアフリカ

からの輸入は前年比 39.5%減（1－11 月、ドル建）となっており、リーマンショック時の

22.6%減（2009 年）を上回る大きな落ち込みになっている。ラ米からの輸入も 19%減と振

るわない。 
図 1. バルチック・ドライ指数 

 

次にオランダ経済政策分析局が作成している世界実質輸入をみると 10 月は 0.9%増に留まり、

2015 年にはいってから低迷が続いている（図 2）。 

先進国の実質輸入は同 3.4%増（10 月）となっているが、新興国は同 2.2%減であり、1-10
月累積でも 0.6%減となっている。低迷を先導しているのはアジアで、同 4.2%減、1－10 月累

積で 2.0%減になっている。貿易の伸びで他地域を上回っていたアジアが減速していることは、
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バルチック・ドライ指数の安値更新とも符合する。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中国と資源国の冷え込みは明らかだが、これはもはや周知の事実である。世界経済にとって

のリスクは米国であろう。ここまで世界経済の牽引役となっていた米国だが、年明け以後は製

造業の減速を示すデータが散見される。利上げは始まったばかりだが、利上げに先立つドル高

で製造業の競争力は徐々に失われ収益見通しに陰りが出ており、個別企業レベルでも決算発表

をきっかけに株価が下落する例が続いている。 

米国景気に変調が出てくると、今年の経済見通しは前提から見直さなくてはならない。 

 

 

 

 

 

図 2. 世界実質輸入 
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図 3. 米国の地域別製造業景況感指数 
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